
　社会資本総合整備計画 中間評価書             令和05年02月07日

計画の名称 中心市街地の再整備による住環境の向上と賑わいの再生

計画の期間   平成３１年度 ～   令和０５年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 伊勢市

計画の目標 伊勢市駅周辺の道路や駐輪場の再整備と空家対策、商店街活性対策への支援により、住環境の向上を図り中心市街地のかつての賑わいを再生する。

また、伊勢市景観計画の重点地区内においては、市民共有の財産である景観を守ることで地区内の住環境を整備し賑わいと活気を創出する。

目標１：伊勢市駅周辺及び商店街の活性化を図り、かつての賑わいを取り戻す。

目標２：空家対策等により区域内の人口減少率を85％（自然増減相当分）に抑える。

目標３：道路、駐輪場等の再整備や空家対策により、住環境の向上を図る。

目標４：重点地区内の整備により魅力を向上させ、賑わいと活力を創出する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               2,821  Ａ               2,821  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H29 R3 R5

   1 商店街及び伊勢市駅周辺の歩行者数3,752人/日（H30.3）を4,028人/日に増加させる。

商店街（伊勢市駅前、新道、高柳、浦之橋、明倫、河崎本通り）及び伊勢市駅北口の1日の歩行者を調査する。 3752人/日 3850人/日 4028人/日

午前9時から午後6時まで計7箇所の歩行者数の合計

   2 地区内人口7,619人（H29.10推計人口）を7,050人（H35.10推計人口）で抑える。

地区内人口（10月1日の推計人口）を調べる。 7619人 7335人 7050人

推計人口

   3 街頭アンケートによる中心市街地の整備についての満足度の平均値を3.5（H27）から3.7（H35）へ増加させる。

街頭アンケートにより中心市街地の取組みについての満足度（住環境の向上についての回答に重み付けをした点数の平均値）を調査する。 3ー 3ー 3ー

選択肢5項目のそれぞれの回答数に各項目毎に1～5を掛けた数値の合計を回答者総数で割った数値

   4 今後も減少すると推計される主要観光施設への来訪者数527万人（H27年）を維持させる。

伊勢市景観計画における重点地区内の歴史的まちなみを感じられる施設（おかげ横丁、賓日館）への年間の来訪者数を調査する。 527万人 527万人 527万人

2施設の来訪者数の合計

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

定量的指標3：システム上表示されていないが、現況値、中間目標値、最終目標値については、それぞれ 3.5、3.6、3.7 に設定している。定量的指標4：当初現況値は平成27年の値を採用している。

1 案件番号： 0000449207



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 A10-001

都市再生 一般 伊勢市 直接 伊勢市 － － 都市再生整備計画事業 地区面積153ヘクタール　地

域生活基盤施設、高質空間形

成施設　等

伊勢市  ■          11 －

令和２年度から都市構造再編集中支援事業へ移行

 小計          11

住環境整備事業

A16-002

住宅 一般 伊勢市 間接 再開発会社 － － 伊勢市駅前B地区第一種市

街地再開発事業

地区面積約0.3ha 伊勢市  ■  ■          43 1.25 －

補助率1/3

A16-003

住宅 一般 伊勢市 間接 再開発会社 － － 伊勢市駅前B地区第一種市

街地再開発事業

地区面積約0.3ha 伊勢市  ■  ■       1,867 1.25 －

補助率1/3×1.35

A16-004

住宅 一般 伊勢市 間接 再開発組合 － － 伊勢市駅前C地区第一種市

街地再開発事業

地区面積約0.3ha 伊勢市  ■  ■  ■  ■  ■         834 1.03 －

A16-005

住宅 一般 伊勢市 間接 個人 － － 街なみ環境整備事業（内

宮おはらい町地区）

地区面積約6.7ha　民間住宅

等への修景補助

伊勢市  ■  ■  ■  ■  ■          44 －

1 案件番号：  0000449207



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業

A16-006

住宅 一般 伊勢市 間接 個人 － － 街なみ環境整備事業（二

見町茶屋地区）

地区面積約15.5ha　民間住宅

等への修景補助

伊勢市  ■  ■  ■  ■  ■          22 －

 小計       2,810

合計       2,821

2 案件番号：  0000449207



中　間　評　価

○中間評価の実施体制、実施時期
中間評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

伊勢市都市整備部都市計画課において評価を実施
中間評価の実施体制

0000449207案件番号：

令和４年３月

伊勢市のホームページに掲載

全指標で実績値が中間目標値を下回った。

伊勢市駅前商店街では店舗の稼働率、路線価の上昇がみられる。

引き続き事業実施に取り組み、賑わいの再生を目指す。
コロナ禍における行動制限等は緩和傾向にあるものの、最終年度までに人流がどの程度まで回復するか懸念される。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

商店街及び伊勢市駅北口の歩行者数

中　間
目標値

3850人/日
コロナ禍における行動自粛等が影響していると考えられる。

中　間
3359人/日

実績値

 2

地区内人口

中　間
目標値

7335人
各事業のスケジュールに変更が生じ、完了していない事業があることから効果が表れていないと考えられる。

中　間
7230人

実績値

 3

中心市街地の整備についての満足度

中　間
目標値

3ー
目標値3.6に対して実績値が3.3となったのは、コロナ禍における行動制限等のほか未着手や完了していない事業があることから、変化を感じ

づらいためと考えられる。

中　間
3ー

実績値

 4

主要観光施設への来訪者数

中　間
目標値

527万人
コロナ禍における行動制限等が大きく影響していると考えられる。

中　間
250万人

実績値

1 案件番号：0000449207



（参考図面１）

計画の名称 中心市街地の再整備による住環境の向上と賑わいの再生

計画の期間 平成３１年度　～　令和５年度　（５年間） 伊勢市交付対象

A16-002,003 伊勢市駅前Ｂ地区第一種市街地再開発事業

A16-004 伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業

A16-005 街なみ環境整備事業（内宮おはらい町地区）

A16-006 街なみ環境整備事業（二見町茶屋地区）

A10-001 都市再生整備計画事業（伊勢市中心市街地活性化区域）


